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いざ巨大地震が起こったら、一瞬の判断が生死を分けることもあ

ります。最初の１分は、身の安全確保が第一。慌てず冷静に行動

できるように普段からシミュレーションしておきましょう。

地震発生

緊急

地震速報
地震波が２点以上の地震観測点で観測

され、最大震度が５弱以上または最大長

周期地震動階級が３以上と予想された

場合、テレビやラジオ、携帯電話などで

緊急地震速報が発表されます。
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災害発生から３日間は、

被災地外部からの応援は

期待できない可能性が高いです。
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難壊

９・１０月 見学団体 出前講座

東和小学校４年生

下関市北部第二民生委員児童委員協議会
小積地区自主防災会（小積作業所）

町内及び近隣住民の皆さん、近くまでお越しの際は、一度来館してみて下さい。

平常時（９時～１７時）であれば、当センターは自由に入館して、展示物を見て体験することができます。

なお、毎週月曜日(月曜日が祝日の場合は翌日)、年末年始は休館日となっています。
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来館者紹介

食 トイレ

身体の保温 情報収集

カセットコンロはガスボンベを多めに

缶詰や乾物も備蓄を
断水で使えない恐れ。凝固剤で

排泄物を固める簡易トイレを使用

冬の災害用に防寒具を準備

軍手・靴下・カイロなども

スマホはモバイルバッテリー等

があると便利。情報は周囲に伝達
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